令和６年度武夫原会チャレンジ事業　事業計画及び予算書（様式２）

	事業計画書

	本欄には，①本事業の目的（事業に取り組むことで何が達成されると予想されるか，本事業の着想に至った経緯や背景，事業のさらなる発展可能性など），②本事業の実施方法（いつ，何を，どのように実施するか，本事業にどのようなメンバーで取り組むかなど），③本事業を実施する上での留意事項（相手方の同意や協力を要する場合や，個人情報を取り扱う場合，倫理・道徳的な配慮や法令遵守が求められる場合など，事業の実施方について予め講じておくべき対策や措置があるときは，その内容）を記述してください。

	① 本事業の目的













② 本事業の実施方法











③ 留意事項（該当しない場合は，「該当なし」と記述してください。）











	予算書

	　本欄には，①～⑥の各費目について，以下の記載例を参照し，必要と予想される費用を計上してください。作成にあたっては，以下の記載例を削除してください。

	費目
	
	

	① 備品費
	（記載例）
USBメモリ3本
文房具（鉛筆10本，消しゴム3個）
	
2000円
300円

	② 施設利用料等
	（記載例）
　熊本市男女共同参画センターはあもにい多目的ホール
　（●月×日　13時から17時）
	
52400円

	③ 交通・宿泊費
	（記載例）
　A県a市↔B県b市（往復新幹線　7名）
　レンタカー（b市郊外の施設Cを訪問・見学）
　b市内2泊（7名）
	
１５0000円
10000円
70000円

	④ 印刷費
	（記載例）
　アンケート用紙（100枚）
　チラシ（100枚）
	
１０００円
１５００円

	⑤ 謝金
	（記載例）
　専門家による講義（D大学d氏）
	
10000円

	⑥ その他
	
	円

	⑦ 申請額（合計）
	２９７２００円



